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図 15 連動のイメージ 

 写真の解像度 

建物管理としてパノラマ写真を撮影する場合、パノ

ラマ写真上にあるもの（例えば設備のメーター）を判

読できることへの要望が過去にあった。撮影位置と

判読対象物との距離が近い場合に判読は可能であ

るが、パノラマ写真上にあるすべての計器の判定は

困難である。利用状況に応じて現時点では、個別に

拡大写真を張り付けることで対応している。 

パノラマ memo の表示解像度を上げることが求めら

れる。 

 テナントの理解の得難さ 

例えばテナント管理やチェーン店管理の場合、目

に見える形で管理をされるため、テナントが忌避する

場合がある。理解を得るためには、テナントや店舗利

益の享受について更に検討する必要がある。 

 

５．２  今後の展開について 

今後の展開として、パノラマ memo に対し、利用者

ニーズにあった追加機能の付与を進めている。ここ

では、開発を行っている株式会社安井ファシリティー

ズによる追加機能と、当社で対応をすべきアドインに

ついて記述する。 

 追加機能 

現在、株式会社安井ファシリティーズで対応を進

めている追加機能は下記の通りである。 

① パノラマ撮影位置の自動化 

② スタンドアロン化 等 

 アドイン 

5.2（１）で述べた株式会社安井ファシリティーズの

追加機能の他に、建物管理者から要望や意見があり

追加機能として開発検討すべきものがある。 

① パノラマ memo タグ情報のエクスポート機能 

② 点検時期などのアラート機能 等 

今後、パノラマ memo を顧客に紹介し、より多くの

現場の声を聞く中で、顧客のニーズを把握し、機能

として取り入れることによって、よりユーザーフレンド

リーなシステムに進化させていきたいと考えている。 
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１. はじめに 
近年、組織や企業におけるビジネスルールは、

業務規模の拡大や業務内容の変化に伴い複雑化

の一途をたどっているが、暗黙知を漏らさずすべ

て明文化し、従業員に遵守させることは極めて難し

い。各企業はこの改善策として、ビジネスルールを

業務アプリケーションに組み込むことで適用ルー

ルの判別をシステムにて自動化し、効率化を図り

つつミスの防止に努めている。しかし、昨今のビジ

ネスルールは業務内容に応じた臨機応変な追加・

変更が求められるため、業務アプリケーションと紐

付いたままではルールの追加・変更（仕様変更）が

発生する都度、アプリケーションの改修が必要とな

り多大なコストが発生してしまう。 

BRMS（Business Rule Management System）は、

ビジネスルールを業務アプリケーションから切り出

し、「ルールエンジン」によって管理・実行すること

で、保守性や拡張性の高いシステム構築を可能と

する。 

 

図 1 ビジネスルールの切り出し 

２. BRMS とは 

２．１  ルールエンジンについて 

ルールエンジンは、アプリケーションから呼び出

されて動作する、１つのサービスとして位置づけら

れ、パターンマッチングという技術を用いる。 

パターンマッチングは、データを検索する場合

に、特定のパターンが出現するかどうか、またどこ

に出現するかを特定する手法のことである。このパ

ターン分けをデシジョンテーブルにて行う。 

２．２  デシジョンテーブルについて 

デシジョンテーブルとは様々な条件に対して、ど

のように動作するのかを決定する表であり、考えら

れる条件をすべて列記することで、問題発生時に

漏れなく行動できるといったメリットがある。 

ルールが単一である場合の記入例は図 2 に示

す通り。 

 

図 2 デシジョンテーブル（単一ルール） 

 

BRMS システムによるルールベース 
 

ソリューション本部 産業事業部 
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複数の条件によってルールが適用される場合、

条文を要素毎に簡易判定可能なレベルまで細分

化し、ルールを組み合わせることで判定する。 

 

図 3 デシジョンテーブル（複数ルール） 

 

２．３  BRMS の特長 

BRMS の特長として真っ先に挙げられることは、

ビジネスルールを業務アプリケーションから切り離

された Excel ベースのシンプルなデシジョンテー

ブルにて可視化することで、業務担当者でもルー

ルを容易に判別可能となるという点である。 

ビジネスルールが業務アプリケーションに組み

込まれてしまった場合、業務担当者からはルール

の判定基準が不透明でブラックボックス化されたも

のとなってしまう。この点、BRMS を使用すると業務

担当者とアプリケーションの開発者が同じデシジョ

ンテーブルを閲覧、管理することとなるため、両者

の認識に齟齬が生じる危険性が少なくなる。 

 

図 4 デシジョンテーブル 

２．４  BRMS による保守性、拡張性の向上 

BRMS によるルール管理は、企業体制や業務内

容の変更に伴うルール改正をデシジョンテーブル

へのルール追加、変更だけによって実現可能とす

る。この作業は、業務担当者が直接テーブルを操

作してもよい。業務担当者による直接操作は、以

下の効果を生む。 

 

① 作業時間の短縮 

② アプリケーションの修正コストを削減 

③ 業務担当者からアプリケーション開発者への

情報の抜け落ちを防止 

④ アプリケーションの実装と設計書の乖離を防

止 

 

２．５  BRMS による開発の効率化 

BRMS による開発においては、デシジョンテー

ブルへの記述が“仕様”の策定であり、“実装”とも

なり、曖昧さを排除することで“テスト設計”ともなる。

これらすべての工程が 1 つのフェーズで完結され

るため、開発効率が著しく向上する。 

図 5 開発の効率化 
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２．６  BRMS ツール 

 Red Hat Decision Manager 

Red Hat 社から提供されているビジネスルール

管理システム。 

Excel で作成したデシジョンテーブルをプログラ

ムとして変換可能であり、ルールをビルド後、

Decision Server というスタンドアローンのビルドイン

コンポーネントにデプロイすると、REST サービスと

してルールを実行することが可能となる。 

このサーバは、Web コンテナであればどこでも

デプロイ可能であり、並列して複数のルールサー

ビスを実行する事が可能である。 

 Drools 

BRMS 製品の一つ。Java で書かれたオープン

ソースのソフトウェアであり、ライセンス規定が

Apache License 2.0 であるために敷居が低いこと

や、JBoss のルールエンジンとして採用されたこと

で商用利用が進んでいる。 

下記は、年齢が 18 歳未満であれば会社のライ

センスは無効となるといったロジックとなる。 

 

図 6 Drools 記述例 

２．７  BRMS の利用用途 

BRMS システムの利用が効果的な事例は、販売

業におけるキャンペーンの適用や、システムの遠

隔監視、株式等のビックデータから一定のパター

ンを観測した場合の情報の取り扱いなど多岐にわ

たっている。 

次項では、システムをより理解するため、輸出業

における該非判定への利用を例として挙げる。 

 

２．８  該非判定への利用 

 該非判定とは？ 

該非判定とは、輸出対象となる貨物や技術が法

令で規制されているものであるかどうかのチェック

作業である。 

例えば、銃器や化学化合物など武器開発につ

ながる恐れがあるもの等は、該非判定によって輸

出管理され、特別な許可が必要となる。 

 

図 7 該非判定 

 該非判定の問題点 

該非判定は、規制条文の熟知と判定対象貨物

の技術的な理解力が求められる極めて専門性の

高い作業であるが、日々、大量かつ多種の貨物に

対する輸出判定が行われるため、多大なコストが

生じている。 

また、法改正によって規制条文の変更が行われ

る都度、判定者は再度規制条文の継続的な知識

の補填作業が必要となるといった問題点を抱えて

いる。 
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 デシジョンテーブルによる簡易判定 

該非判定は専門知識を必要とする作業であるが、

銃器など誰でも簡単に規制が必要と判別可能なも

のも存在する。このような簡易的に判別が可能な

貨物に対する判定ルールをデシジョンテーブルに

て管理することで、該非判定における作業コストの

一部を軽減可能である。 

 判定結果のログ出力 

各ルールによる判定結果をログとして出力する

ことで、貨物がどのようなルールに一致したことで

該非として判定されたのかを順を追って確認する

ことが可能となる。 

 

図 8 判定ログ 

 過去の判定結果を適用 

輸出業では日に何度も同じ貨物に対する輸出

が行われているが、作業が自動化されていないた

め、無駄なコストが発生してしまっている。この作業

に対し、貨物毎の判定結果をデータベースに蓄積

し、過去に判定が行われた貨物である場合はデー

タベースから抽出した結果を再利用することで効

率化を図る。 

 

３. 今後の拡張性について 

スマートフォンやタブレットなどのマルチデバイ

スの普及や、システムのクラウド化に伴い、顧客の

ニーズが多様化し、環境変化のスピードが加速す

る昨今において、AI や IoT の活用による業務効率

化は産業、業務を問わずに注目が集まっており、

AI の代表例の一つである RPA１や BRMS は、保険

業、金融業では既に常識化されている。 

IoT によって収集されたビッグデータを AI にて

分析し、データの関連性（ルール）を BRMS のよう

なルールエンジンに組み込み、自動制御すること

でデータフィルタリング・蓄積・分析・見える化が可

能となる。この結果、生産性の向上や、イノベー

ションの創出が期待できる。 

まだまだ加速する IoT、AI ブームの活性化と共

に BRMS の利用機会も今後、増え続けていくので

はないだろうか。 

 

４. まとめ 

IoT・AI を活用した「業務の自動化・効率化」を求

める声は日々大きくなっており、日常的に話題に

挙がることが多くなった。 

BRMS システムは、現時点では日本での浸透率

が決して高くないが、RPA などの他の自動化ツー

ルと組合せることでより高度な自動化を行うことが

可能なシステムである。 

我々、企業に属する一従業員としては、「業務の

自動化・効率化」といった課題に対して、企業が

BRMS システムのような自動化ツールの活用を積

極的に推進し、業務が少しでも改善されていくこと

を期待したい。 
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１. はじめに 

都市河川の水質は下水道の普及に伴い大幅に改

善されてきたものの、合流式下水道が接続されてい

る河川では、洪水時に汚水を含む雨水が流入し、水

質への影響が懸念されている。水質悪化が進むと、

春季から夏季にかけてスカムの発生がみられる。ス

カムとは、川底に堆積した汚濁物質が有機物の分解

とともに発生したメタン等のガス泡の浮力によって水

面へ浮上したものである。図 １にスカム発生状況を

示す。このように水面一帯にスカムが発生し、悪臭や

景観の悪化がもたらされるため、早急な解消対策が

必要とされている。 

 

図 １ スカム発生状況 

スカム発生のメカニズムは、様々な要因が複合的に

絡み合っている。例として、河川水中での酸素消費

による貧酸素化や、河口からの貧酸素水塊の遡上、

さらに潮の満ち引きの影響を受ける感潮河川では、

潮汐現象による水位低下による水圧の減少などが挙

げられる。スカムの抑制対策として最も有効なのは、

川底への堆積物を減少させることが期待できる分流

式下水道への改善であるが、短期間で実現すること

は難しい。現在可能な対策としては、河川水面を常

時監視し、スカムが多量に発生している際にスカム

の回収や散水による沈降作業を行う等である。 

ここで、スカム発生状況を把握する手段として現地

に設置した定点カメラ画像から発生の有無とその程

度を判別する手法がある。しかし、人が目視により発

生状況を確認するため、大量に取得された画像の判

別に膨大な時間を必要とし、その精度は担当者の感

覚に大きく左右される。スカムの有無判別を目視によ

らず自動で行う手法については水田ら によって提

案されており、人工知能（以下「AI」とする）の一種で

あるニューラルネットワーク（以下「NN」とする）を用い

た画像判別の有効性が示されている。 

本稿では、NN の中でも画像認識の分野で実績の

ある、畳み込みニューラルネットワーク（以下「CNN」

とする）によるスカム有無の判定およびスカム発生量

の定量評価を行った。具体的には、河川に設置され

た定点カメラ画像をスカムの規模によって分類し、分

類した画像を教師データとして学習を行う。学習済

みの CNN を用いてスカムの有無判別および定量評

価を行い、その精度を評価することによって本手法

の有効性を示す。 

 

２. 解析手法 

２．１ 畳み込みニューラルネットワーク（CNN） 

これまで、画像認識の手法は NN など数多く検討

されてきたが、現在最も顕著な成功を収めているの

は CNN である。CNN は脳の視覚野の構造における

都市河川スカム発生問題に対する AI を使った取り組み 
エンジニアリング本部 防災・環境解析部 水圏解析グループ 

宮野 実佳 

スカム 
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